
大阪府労働委員会は３月22日、

（株）中井商店の不当労働行為を

認めた命令書を組合に交付した。

中井商店分会は、会社の一方的

な賃下げなど、労働諸条件の不利

益変更に不満をもち、2009年に大

阪支部に加入した。

会社は当初から弁護士２名と社

労士を団体交渉に入れ、団交場所

もほとんどが弁護士事務所だった。

支部・分会は、会社での団交交渉

開催や集団交渉への参加を要求し

てきたが、まったく聞き入れよう

とはしなかった。

賃上げについても、就業規則に

賃上げが明記されているにも関わ

らず、ゼロ回答が現在まで続いて

おり、会長は「賃金は一切上げな

い」などと公言してきた。

安全面についても、タイヤのワ

イヤーが見えても交換しようとし

ないなど、道交法違反に問われて

もおかしくないような対応だった。

交渉には現在、３人もの弁護士が

出ているにも関わらず、これらへ

の指導はいっさい行わない、あき

れ果てる交渉態度だった。分会は

我慢強く交渉を続けてきた。

しかし、会長や社長、副社長の

態度は一向に変わらず、労働者の

生活向上や安全を考えていない。

これでは生活どころか怪我をする

可能性も高く、労働委員会に訴え

るか充分に検討した結果、2015年

３月に大阪府労働委員会に訴えた。

そして今年３月22日、大阪府労働

委員会において、組合が主張した

内容の①就業規則に記載されてい

る賞与について業績により連動と

しているが夏季冬季も固定された

金額の支給②交渉における会社の

資料の提示③特別給付金について

説明もなく支給した件など、すべ

て組合の主張した内容が認められ

た。

会社の主張したことは採用され

ずに「労働組合法第７条第２号に

該当する不当労働行為である」と

命令書が出されたが、会社は不満

として、大阪府労働委員会の命令

には従わない様子である。

会社は府労委命令を真摯に受け

止め、組合と分会に謝罪し、今後、

誠実に交渉を行うこと、就業規則

通り定昇の引き上げ（実施）と一

時金の引き上げ、また安全面にお

いても適正な対応をしなければい

けない。中井商店分会員の生活を

守るためにこれからも粘り強くた

たかおう。 (陣内）
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関西地本主催による、地本各支

部青年部中心の初めての一泊平和

学習交流会が３月５～６日の２日

間、箕谷グリーンスポーツホテル

で開催され、大阪支部青年部から

は私と、横山副部長、松崎青年部

員の３人が参加しました。

この平和学習交流会の目的は、

５月の沖縄平和行進の事前学習及

び各支部青年部員の交流と自主的

な学習をメインに、外部講師を招

くのではなく、関西地本の青年部

員たちで創り上げることを目指し、

事前にも会議を重ねました。

築港支部吉田青年部長の司会に

より、神戸支部出身の小林地本青

年部長の開会挨拶の後、藤崎地本

書記長の挨拶、参加者自己紹介と

進みました。

戦争が起きたら！？

メイン学習会のテーマは「なぜ

戦争がダメなのか？」「実際に戦

争が起きたらどうする？」「今、

平和に向けて何をしなければなら

ないか？」の３点について、参加

者15名が２班に分かれて議論をし

ました。意見では、「戦いや争い

のない、人びとの心が穏やかな世

界」「あたり前に衣・食・住が保

障され、格差がない、話しあえる

社会」「他国と比べることで平和

を実感する」「平和と言う言葉自

体がなくなる世の中をめざしたい」

など、平和を尊重する意見が多い

一方で、「他国が攻撃してきて身

内に被害が及ぶなら戦う(戦争を

する)」との意見もありました。

戦争する派、しない派に分かれ

て話し合いましたが、共通してい

たことは「命」を大切に思ってい

ることでした。

まとめとして「大切な人たちの

命を守るために戦う」のではなく、

「命を大切に思うからこそに、絶

対戦争はしない、助け合う世界を

目指す」と集約して、討議を終え

ました。

私の閉会あいさつの後、坂本地

本青年部担当役員から、「今後、

地本青年部として、時代の変化の

中で青年部らしく新しい活動を活

発に進めてほしい」との提言をもっ

て閉会しました。

参加者は、この学習会を通じて、

反戦・平和運動を進める意味を理

解してくれたと確信しました。ま

た、単なる学習や交流に止まらず、

自分たちで調べ、議論するといっ

た点でも大変良かったと感じてい

ます。何より参加者全員が、「面

白かった」とか「良かった」とい

う評価をしていたので、中味の濃

い交流学習会になったのではない

かと思いました。

支部青年部でもこの経験を生か

し、自主的テーマを挙げての学習

会を開催していき、少しでも青年

層の組織強化、労働者意識の向上

に繋げていこうと感じました。

沖縄戦当時のビデオを観たり、

実際に戦争が起きると、一般市

民はどうなるかなどについて議

論しました。

なぜ戦争はいけないのか、そ

れとは逆に、戦争をしたら良い

事があるのか、いろいろな方向

から戦争について考え、議論し

ました。

日頃、あまり深く考えてはい

ない事柄だったので、非常に勉

強になりました。

この合宿は沖縄平和行進に参

加するメンバーとの顔合わせも

かねての学習会だったこともあ

り、平和行進に際しても、みん

な一致団結できるよう、決意を

よりいっそう強固にしました。

（大正埠頭分会・松崎）
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今年の１６春闘は初めて、生コ

ン関連労働組合連合会ということ

で、生コン産業、トラック産業の

再建を訴えるため、６労組が１つ

になって３月13日（日）自動車パ

レードが開催された。全港湾大阪

支部、連帯労働組合は港区海遊館

臨時駐車場に生コン車、ポンプ車、

鋼材車など２５０台を結集させ、

大阪支部からは12台が参加した。

建交労は北港地区に分かれて開催

された。

今年は沖縄から山城博治さん

（沖縄平和人権センター議長）も

参加して「辺野古新基地建設反対！」

「戦争法反対」を訴え、また「沖

縄意見広告の取り組みで連帯労組

が生コン車１台を辺野古に輸送し

ゲート前の阻止行動で活躍したこ

とのお礼と今後の闘いに連帯して

闘おう」とあいさつされた。

山元委員長は「生コン業界も広

域協組にまとまって本格的に私た

ちの賃金賃上げができるための料

金のひき上げの取り組みが進みつ

つある。アベノミクスを３年間やっ

てきたが失敗をした。経済の状況

を変えていくためには私たちの大

幅な賃上げが必要だ。そして戦争

法案は強行可決され、３月29日に

施行となっている。多くの人びと

は諦めないで『戦争法案を廃止し

ろ』という合

言葉で運動を

進めている。

３月19日には

大阪府下１０

０カ所で２０

００万人署名

が街頭で展開

されました。

また、５月

３日には扇町公園にて２万人の労

働者を集めて廃止にむけて集会が

取り組まれる。政治的課題と生活

向上のために結合させ１６春闘を

頑張ろう」と訴えた。

車両は９時からデモに出発し、

港通りから長堀橋、中央大通りを

パレードして北浜に向かい、御堂

筋を南下して高島屋前を通過し、

元町で流れ解散した。

最終の車両は12時を回るくらい

圧巻なデモで、このように市民に

見える闘いを構築させ、社会を変

えていこう。

2016.4.19 だ ん

執 行 委 員 陣 内 恒 治

３ ・ 1 3 自 動 車 パ レ ー ド 開 催 ！

出発を待つトラック群

山 城 博 治 氏 ・ 御 堂 筋
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４月４日～８日の５日間、第７

期沖縄意見広告運動全国キャラバ

ンの一員として九州・中国ルート

に参加した。

沖縄意見広告運動は沖縄の痛み

を、全ての人びとの痛みとして、

みんなで受けとめよう!「普天間

即時閉鎖、辺野古（海・陸）やめ

ろ、海兵隊いらない」このような

想いのもと、沖縄意見広告運動は

2010年３月に発起され国内外の新

聞各社への意見広告掲載を行って

きました。

同時に、オスプレイ配備反対・

訓練反対を掲げ、沖縄平和運動セ

ンター議長である山城博治氏を隊

長とした複数名のメンバーで、オ

スプレイ飛行ルートを中心に各県

庁に対しての配備、飛行反対の要

請活動を行って来ました。しかし、

安倍政権発足後、急速に進められ

た辺野古新基地建設、民意を無視

した戦争法案など、戦争ができる

国造りを阻止するために、国内で

唯一毎日闘争している辺野古に昨

年から抗議行動に行く事になる。

沖縄意見広告運動の当初の趣旨

である「今、沖縄で何が起きてい

るのか全国に伝えるため」第７期

から地方ごとに分けて宣伝活動、

ビラ配布を駅前などで行う事となっ

た。

４月４日夜、大阪南港よりフェ

リーに乗り翌朝５日、大分県別府

港に着き、その足で大分駅向い駅

前にて宣伝活動を開始した。九州

ルートの活動箇所は５日、6日の

午前中で大分駅、熊本駅、博多駅

の計３カ所で平均30分足らずで、

総数570人の方が受け取ってくれ

た。

九州ルートで感じたのは、大分

駅、熊本駅では「辺野古の基地建

設反対の活動をしています。良かっ

たら読んでみて下さい」と訴えな

がら渡していくと、受取率も高く

短時間でかなりの方が受け取って

くれました。それに対して、九州

の玄関口でもある博多駅では、出

張風のサラリーマンや旅行客はほ

とんど受け取らず、元々ビラ自体

を避ける傾向があると感じた。

６日午後から７日、８日にかけ

中国ルートを回った。最初に独裁

者、安倍の地元である山口県の新

山口駅に向かったが、新幹線も止

まる大きな駅舎だ。作った意味が

あるのか？いや間違いなく無駄な

駅である事を証明するかのように

人がいない！仕方なく宿泊地の近

くの宇部新川駅にて配布活動を開

始する。独裁者の地元なので期待

できず、人の通りも少なかったが

学生を中心に若い人が丁寧に受け

取ってくれた。

その後、広島駅にて京都の歌姫

がメンバーに加わり広島の商店街、

島根の松江駅、鳥取の鳥取駅、鳥

取砂丘、岡山の蒜山高原、最終活

動地の倉敷駅計６カ所をギターと

ピアニカを演奏し、戦争反対の替

え歌を交えての明るくリズムカル

な宣伝活動を行い、通行量の少な

い地方の場所ではあったが、短い

時間で総数770人が受け取ってく

れた。

今回の全国キャラバンを振り返

り何より感じたのは、ポスターを

掲げてビラ配布、ご苦労様と声を

かけわかって取ってくれる人や、

わからずに取ってくれる人いろん

な方がいます。周りから見れば無

駄とか思う方もいるだろう。でも、

この地道な活動により、辺野古の

現状をわからなかった方、知らな

かった方が気付く事が一番大事で

あると実感し、確信した。

大和に住む人が沖縄の問題と思

うのでは無く、われわれの問題だ

と思う事が重要である。何故なら

沖縄も大和も同じ日本であるから

だとこれからも強く発信していく

事をあらためて感じる事ができた。

キャラバン隊のメンバーである事

の誇りに感謝したい。

け つ No.297

書 記 次 長 小 林 勝 彦
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け つ No.297

「さよなら原発関西アクション」

が３月13日午後１時から中之島中

央公会堂において、１３００人

（主催者発表）の参加のもと開催

され、支部からも40名以上が参加

しました。

集会では、福島原発告訴団団長

の武藤類子さん、ノンフィクショ

ン作家の広瀬隆さんが講演され、

終了後は難波までデモが行われま

した。

武藤さんは、映像をつかいなが

ら、「６年目のフクシマ」とのテー

マで、事故発生から現在までのさ

まざまな状況を話されました。

「事故はまだまだ収束せず、広範

囲で放射線管理区域レベルの汚染

が続いています。また、福島の子

どもたちの甲状腺がんが異常発生

し、１６７名（がんとがんの疑い

含め）にも至っているにもかかわ

らず、国も県も原発事故との関係

を認めようとしません。

また、県では「震災関連死」が

２０００人を超えました。

増え続ける汚染物

福島原発では、日々４００トン

の地下水が建屋に流れ込み、処理

が追いつかず汚染水は増え続け、

それを溜めるタンク

も凄い数です。

そこでは毎日約７

０００人もの労働者

が事故収束作業を行

い、高線量下で極め

て過酷な被ばく労働

を強いられています。

除染作業で出た土

や草木などの汚染廃

棄物も、本来ならば

ドラム缶に密封して管

理すべきものが、あま

りの多さに『フレコン

バック（１メートル四

方）』に詰め、県内だ

けで1030万個！以上、

それも人びとの生活圏

のいたるところに置か

れ、大雨で中身が川に

流れだす事態も起きて

います。皆さん、この

増え続けるフレコンバックや汚染

水タンクの凄い量を見ましたか？

（※注 これらの写真を掲載した雑誌が

支部にあるので、是非ご覧ください）。

言葉では表現できない現状がそこ

にはあります。この根本原因であ

る福島原発からは、目に見えない

放射能がまだまだ出続けるのです｡」

帰還を強要する政府

国や福島県は、事故前の年間許

容被ばく線量の１ミリシーベルト

を20ミリシーベルトまでは「安全」

とし、来年３月までに、帰還困難

区域以外の「避難区域」を解除し、

帰還による被ばくの強要政策を強

行しようとしています。

自分がその立場に置かれた場合、

果たして帰還するのか？ 仕事、

医療、買物、子供の健康や教育な

どのすべてに被ばくの恐怖がつき

まとうことを考えれば、とうてい、

帰還などできません。

見通しの立たない福島原発の収

束作業、深刻な被ばく生活を余儀

なくされている避難者や被災者の

不安や苦しみは、日々、増すばか

りにもかかわらず、「避難指示の

解除」とともに支援策の縮小、慰

謝料の打ち切りなど、未来に希望

を持てない残酷な政策を推し進め

る安倍政治を許してはなりません。

福島原発事故は５年が経った今

も続いています。私たちはその事

を決して忘れず、この現実を一人

でも多くの人に伝え、関心を持つ

人を増やすことを、毎日の生活か

ら地道に実行していきましょう。

さよなら原発３・13集会

書 記 次 長 吉 馴 真 一
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「３・27『廃止しよう！戦争法、

とめよう！辺野古新基地建設』関

西集会」が３月27日午後２時から

中之島中央公会堂にて、稲嶺 進

さん（沖縄県名護市長、オール沖

縄会議共同代表）と青木 理さん

（ジャーナリスト）をメイン・ゲ

ストに迎えて開催された。

２年越しの準備のもと、呼びか

け団体18、賛同団体45、賛同人11

0名を超え、稲嶺市長が関西の集

会に初めて来られたこともあり、

２階席までぎっしり埋まる1300人

以上もの参加があった。沖縄から

は、安次富浩さん（ヘリ基地反対

協議会共同代表）と照屋寛徳氏

（衆議院議員）も駆けつけて、連

帯あいさつを頂いた。

稲嶺市長は、５億円以上集まっ

た辺野古基金のうち、70％は本土

からのカンパであることへのお礼

を述べ、「辺野古に行ったことが

ない方は、ぜひ、ゲート前や海上

に来て頂き、現場の生の様子を見

聞きし、自分の肌で感じて頂く、

このことがさらに連帯を強め、広

がることに繋がるだろう。多くの

方が足を運んでくれることを期待

したい」と話された。また、名護

市民の支援の様子、工事の状況、

裁判闘争の和解の持つ意味、訪米

の報告などについても話された。

青木理さんは「いま一番恐れて

いること」と題して講演された。

以前に沖縄翁長知事と長時間イ

ンタビューしたこと、日米安保体

制あるいは沖縄の基地問題と安倍

政権の問題点を報告されました。

その後は、稲嶺市長との対談形

式で進められた。今後、辺野古の、

河川埋立工事については、名護市

長の権限により承認しがたいこと

や、辺野古の地元の人たちには、

賛成派はいなくて、戦後の米国に

よる銃剣とブルドーザーで土地を

収奪されたこと

で、辺野古でも

諦めるしかない

のなら取れるも

のは取るという

条件付き容認を

している人もい

るが、稲嶺市長

が当選したのは

容認派もあわせ、

今の状況を変えてほしいというこ

ともあり、公約として、「辺野古

の海にも陸にも新しい基地は作ら

せない」という公約を掲げて市民

はしっかりと認めてくれて当選し

た。

また、沖縄の新聞２紙に対して、

本土の一部では「基地の記事で飯

を食べている」というデマを「沖

縄では戦後も支配が繰り返されて

いることをきちんと知らせること

が役割と思う」と言われた。

最後に「政党は政党でイデオロ

ギーはあるが１点共闘ということ

で、沖縄だけでなく本土も頑張っ

てやらないといけない」と訴えた。

そのあと兵庫、奈良、京都から

決意表明を受け、集会後は、西梅

田公園までデモをして解散した。

辺野古現地では裁判闘争の和解

により工事は止まっているが、政

府は工事強行の構えを崩さず、職

員を配置したままだ。

反対する私たちは退職教職員た

ちも参加して、３月30日には約１

５０人が集まり、31日は１００人

と集まり、移設作業を強行する構

えを崩さない政府に抗議している。

また、４月10日午後３時から普天

間飛行場のメーンゲート前で開か

れる「フェンスを取っ払おう！取

り戻そう普天間大集会」への参加

を呼び掛けた。

中 央 公 会 堂 を あふ れ る 参 加 者

4


